







その他のタイトル 〈Notes〉 Vietnamese Mid-Autumn Field Report :




















































－207－   
ベトナム調査地マップ  
ー208一   
といわれる〔中国民族民間舞踏集成編集部  
1992p262〕。明清時代の漠旋風俗について  



















着て蒲扇を持つ㌔ 獅子舞の獅子と和尚は中  













その一 獅子舞とオン・ディア（報告者：  




























1）中華世界における獅子舞に現れる仮面   
の神   
宋，明，清時代にかけて元宮祭2に最も多  
く行なわれたのが大頭和尚と獅子舞である  
－209－   
左手に団扇を持つのは，「左ウチワ」とい   
って，安楽な身上の表現である。包搭児   
を持っていないだけが，布袋と異なって   
いるが，これは福州の元宮祭の大頭和尚   
をそのまま輸入したもので，この踊のテ   
ーマ音楽がピーラルラーと称する唐楽で   













獅子舞はもちろん中国からの影響では   
ありますが，既にベトナムに定着しベト   
ナム人の伝統行事となっています。正確   
にはわかりませんが，獅子舞は，北部と   
中部は「中秋」だけ，南部は「テトと中   
秋」に現れるようです。中秋は，ベトナ   
ム語でも TET TRUNG THU といい   
ます。TET（テト）は正月だけでなく，   
季節の分かれ目の行事につく言葉のよう   
ですね。「子どもの家」でも中秋祭りをし   
ますが，正面の看板には 「TET   
TRUNG THU」と書いてありますc 中秋   
のお祝いは，子どもたちのお祝いの日に   
なっています。日本の5月5日か3月3   
日のようなものですね。フエでは子ども   

















恩納1980 p256〕。  
ミロク踊りという豊年踊りは首里の赤   
田が本所で，それから各地方の農村の行   
事と発展したが，どこでも獅子舞と一緒   
になっている。－中略一 福徳円満の相   
をした大和尚の面を頭からすっぽり被り，   
黄色の法衣を着け，右手にアカザの杖を   
取り，左手に大きな団扇を持ち，ゆうゆ   
うかんかんと徐行する。これがミロクで，  
写真1：神戸南京町の獅子と“和尚”（右）  
－210－   
2）2006年の中秋の獅子舞：獅子とオン・デ   


































露し，お金をもらう日でもあります。そ   
んな事情もあり子どもたちが中心ですが，   
お金になることもあり，大人獅子舞軍団   
もあるようです。   
獅子舞では必ず「地の神」が出てきま   
す。地面の神様は，家の中に住み着いて   
いる悪霊を追い払う役割のようですね。   
地面の神様の伝説があるようです。地面   
の神様は一人が基本ですが，時には2人   
いるときもあるようです。獅子舞は家に   
幸福を呼び込むのだそうです。地面の神   
様が悪霊を追い出し，獅子舞が幸福を呼   
び込むという，地面の神様と獅子舞はセ   
ットになっているようです。お面はお店   
で売っています。獅子舞も売っています。   
地面の神様はおなかに布か紙などを入れ   
て，太った「太鼓腹」になります。   
ベトナムの獅子舞については，ベトナム  
の年中行事を扱った『TET THE VIET－  
NAMESELUNARNEWYEA剋（以下，『TETj  
と記す）や F東南アジアを知るシリーズ  
ベトナムの事典』にその概要が記されてい  





























子保たちで，学校，地域などでグルー   
プを作る。女の子もグループにいるが，   
実際に獅子舞を行うのは男の子である。   
ご祝儀ほ10，000～20，000ドン（70円、140   
円）くらいだが，金額は演技の上手い   
下手，獅子の大きさや美しさによって   
異なる。しかし，獅子舞はお金を貰う   
ことが問題ではなく，あくまでもゲー   
ムとして楽しむものだ。獅子舞の廻る   
道順は特に決まっていない。主に近所   
の商店街だ。獅子舞の行事が始まる前   
にお祈りなどすることはない。ただし，  
15日の夜，獅子舞が終ったら家の傍で   
イ反面と衣装を燃やす。．  
夕方，小さな広場に人盛りがあった。隅  

















































だ。   
ここで注意しなければならないのは，中  
秋はあくまでも旧暦8月15日であり，実は  写真4：梯子に登る獅子  












































ズ ベトナムの事典』（以下，『ベトナムの  
事典』と記す）の宗教編等があるので参照  














































写真7：商店の聖母の像とキリストの絵  写真5：赤い額（棚の上），香炉，燭台等  








漢字だ。赤い紙には，「発雷堂 大給財 吉  

















































































写真10：ダナン近隣の五行山の大址弥軌  写真9：箱の上の布袋（オン・パット）  
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写真11：暦の絵，中央がオンーディア   写真13：「春林邑」  









































いる（写真15）。見ていると，テーブルの前  写真15：紙の服を燃やす  
－219－   



































中国を起源とし，日本，沖縄でも報告され  写真17：車の天井に貼られたお守リ  
写真16：外のテーブルに並んだ供物  写真18 亀甲墓を思わせるつくりの茎  













































てオン・デイアを分類すると，   
① 獅子舞に現れる仮面のオン・デイア   
② 商店の床に置かれた緒の中に，「財神」  
と共に置かれたオン・デイア  
（動 集落の完敗施設「館」に置かれたオ  
ン・デイア   
④ 暦の絵に，他の神々と共にグループ  




る。   
現在，オン・デイアは，商家に「財神」  
とセットの箱で祀られているが（①），箱の  
中の赤い紙に善かれた文字は察高文先生に  写真19：「来遠橋」の外観  
























に巻きつけている。   
①の獅子舞に現れるオン・デイアは，ダ  
ンパイをもった笑顔の布袋腹であり，中華  










「獅子と和削 の芸能が受容されたと仮定し  
た場合，獅子舞に現れる和尚をミルクと呼  










・日本語   
末成道男 2000年「北部ベトナムの土地神  
華南漠族との比較」『ベトナムの社会と  
文化』第2号 ベトナム社会文化研究  
会編 風響社   
桜井由窮雄 桃木至朗編1999年『東南ア  
ジアを知るシリーズ ベトナムの事典』  




－222一   
永尾龍造1971年『支那民俗誌』東方文化   
書局（台湾）  
中村喬1988年『中国の年中行事』平凡社  
那覇市企画部市史編集室1979年『那覇市   
史 資料編 第2巻中の7 那覇の民   
俗』那覇市企画部市史編集室  
束恩納寛惇1980年『東恩納寛惇全集8』   
第一書房  
・中国語  
顧朴光1996年『中国面具史』貴州民放出   
版社  
万建中・周耀明 2004年『漠旋風俗史（清   
代後期・民国漠族風俗）第五巻j 学林   
出版社  
中国民族民間舞踊集成編集部1992年『中   
国民族民間舞踏集成』新草書店  
周輝明 2004年『漢族風俗史（明代・清代   
前期漠族風俗）第四巻』学林出版社  
夜行が許され，灯寵見物の人々で賑わった」  
〔中村1988 p17〕という。  
3 F漠族風俗史（明代・晴代前期漠旋風俗）  










7 F那覇市史 那覇の民俗』〔那覇市企画部  




痛めた小山道夫氏によって1994年に創設さ   
れた。  
9なお今回は残念なことに，台所の竃神を見   
ることができなかった。竜神は沖縄でも各  
家庭に必ず祀られている家の神であるが，   
ベトナムでも家の神として信仰されている   
という。竃神についての調査は今後の課題   
である。  
10末成道男によると，ThoDiaは屋敷のある   
土地を管轄している土地神だという〔末成   
2000 p63〕。  
11先祖を示巳る建物兼住居のこと。  
12これは八重山諸島石垣島大浜の崎原御嶽の   
祭壇に掛かる聯の文句である。  
13もしミルクが「獅子と和尚」の芸能として   
受容されたものだとしたら，なぜ，琉球で   
はミルクと獅子の芸能が別々の芸能になっ  
・英語  








行なわれた。中村喬の『中国の年中行事』   
によると，「それは，数日にわたる盛大な   
もので，家々の門前や道路には，紅幕や趣  
向を凝らした色鮮やかな灯寵が飾られ，街   
には竜や獅子などの形をした「行灯」と称  
する灯篭が練り歩く。この夜ばかりは古来  
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